
ジ
ャ
ン
鶴
パ
ウ
ル
の

『
レ
ヴ
ァ
ナ
』

　
　
序
－
ド
イ
ツ
的
人
間
形
成
へ
の
誘
い

　
ニ
ハ
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
迄
の
ド
イ
ツ
の
歴
史
を
繕
く
時
、

そ
こ
に
は
、
ド
イ
ツ
国
民
に
常
に
ド
イ
ツ
的
な
も
の
を
求
め
る
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
”

イ
ツ
精
神
史
が
在
っ
た
。
そ
の
中
に
在
っ
て
、
一
七
七
〇
年
代
の

ド
イ
ツ
文
学
界
に
起
き
た
疾
風
怒
濤
（
ω
叶
膏
8
昌
α
9
賢
σ
q
）

に
始
ま
っ
て
か
ら
古
典
主
義
と
ロ
マ
ン
主
義
を
経
て
一
九
世
紀
前

半
の
ビ
ー
ダ
i
マ
イ
ヤ
i
（
じ
o
げ
｛
宵
冒
①
陣
）
に
至
る
精
神
的
潮

流
は
巾
ド
イ
ツ
国
民
が
最
も
ド
イ
ツ
的
な
も
の
を
求
め
た
足
跡
で

あ
っ
た
。
　
「
ゲ
ー
テ
時
代
」
と
も
呼
ば
れ
た
こ
の
偉
大
な
る
精
神

的
潮
流
が
よ
り
一
般
的
に
は
ノ
i
ル
　
（
円
岩
争
一
）
　
の
言
う
「
ド

ィ
ツ
運
動
」
　
（
忌
鼻
ω
O
ぼ
思
峯
晶
冒
α
q
）
　
で
今
日
呼
ば
れ
る
の

も
、
そ
こ
に
ド
イ
ツ
固
有
の
精
神
が
見
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る

　
　
　
　
　
2
〕

か
ら
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
「
ド
イ
ツ
運
動
」
の
歴
史
の
中
頃
即
ち
一
七
九
〇
年
代
か

ら
一
八
一
〇
年
代
又
は
二
〇
年
代
に
か
け
て
は
ド
イ
ツ
画
ロ
マ
ン

主
義
の
時
代
と
言
わ
れ
る
が
、
　
「
ド
イ
ツ
運
動
」
が
文
学
や
哲
学

に
お
け
る
人
間
形
成
の
概
念
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
辺
　
光
　
雄

　
の
分
野
を
全
般
的
に
包
摂
し
た
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
画
ロ
マ
ン
主
義

　
も
、
文
芸
、
絵
画
、
音
楽
、
哲
学
等
の
精
神
科
学
全
般
、
更
に
は

　
自
然
科
学
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
し
て
、
ポ
ル
ノ
ウ
（
ρ
戸

　
ω
q
ぎ
婁
）
が
示
す
よ
う
に
、
教
育
学
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
）

　
イ
ツ
画
ロ
マ
ン
主
義
教
育
学
を
登
場
さ
せ
た
。

　
　
ド
イ
ツ
圃
ロ
マ
ン
主
義
教
育
学
　
ボ
ル
ノ
ウ
は
、
ド
イ
ツ
画
ロ

　
マ
ン
主
義
教
育
学
を
支
え
た
人
々
と
し
て
、
ア
ル
ン
ト
（
申
旨

　
＞
h
箏
卑
）
、
ジ
ャ
ン
個
パ
ウ
ル
（
－
｝
■
射
げ
軍
R
）
　
、
フ

　
ィ
フ
テ
（
－
ρ
句
げ
津
⑦
）
、
ヤ
ー
ン
（
戸
■
』
浄
箏
）
を

　
紹
介
し
、
そ
し
て
、
こ
の
教
育
学
そ
れ
自
体
を
推
進
し
た
人
物

　
と
し
て
フ
レ
ー
ベ
ル
　
（
句
－
勺
肇
①
一
）
　
を
掲
げ
た
。
こ
れ
ら
の
一

　
連
の
人
物
が
ど
の
よ
う
な
考
え
方
を
展
開
し
た
の
か
と
言
う
噂
に

　
つ
い
て
は
ポ
ル
ノ
ウ
の
『
ド
イ
ツ
圃
ロ
マ
ン
主
義
教
育
学
－
ア

　
ル
ン
ト
か
ら
フ
レ
ー
ベ
ル
ま
で
』
　
（
一
九
五
二
年
）
に
詳
述
さ
れ

　
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
、
ア
ル
ン
ト
の
『
人
間
陶
冶
に
関
す
る
断

　
想
』
　
（
一
八
〇
五
年
）
と
ジ
ャ
ン
㊥
パ
ウ
ル
の
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
（
一

　
八
〇
六
年
）
の
両
教
育
書
に
見
ら
れ
る
ド
イ
ツ
画
ロ
マ
ン
主
義
教

　
育
の
考
え
方
が
フ
レ
i
ベ
ル
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
更
に
、
ナ
ポ
レ

2ユ



オ
ン
（
完
憎
良
8
目
）
支
配
へ
の
抵
抗
か
ら
出
て
来
た
フ
イ
フ
テ

の
『
ド
イ
ツ
国
民
に
告
ぐ
』
　
（
一
八
○
八
年
）
に
見
ら
れ
る
国
民

教
育
の
考
え
方
が
ア
ル
ン
ト
や
ヤ
ー
ン
に
継
承
さ
れ
、
や
は
り
フ

レ
ー
ベ
ル
に
影
響
を
与
え
た
事
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
影
響

に
基
づ
い
て
フ
レ
ー
ベ
ル
は
ド
イ
ツ
圃
ロ
マ
ン
主
義
教
育
学
を
開

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

花
さ
せ
、
推
進
し
た
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
お
い
て
、
ポ
ル
ノ
ウ
の
言
う
ド
イ
ツ
曲
ロ
マ
ン
主
義
教

育
学
は
、
あ
る
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
即
ち
、
受
身
的
で
か
つ
静
的

な
ロ
マ
ン
主
義
か
ら
意
図
的
で
能
動
的
な
作
用
を
本
質
と
す
る
教

育
学
が
生
じ
る
は
ず
は
無
い
と
言
う
見
方
か
ら
す
れ
ば
吊
否
定
さ

れ
る
処
と
な
る
。
そ
し
て
、
フ
レ
i
ベ
ル
に
ロ
マ
ン
主
義
の
考
え

方
を
求
め
る
事
自
体
が
そ
れ
迄
の
捉
え
方
か
ら
す
る
と
問
題
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
〕

る
事
は
南
ボ
ル
ノ
ウ
自
身
が
認
め
る
処
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
然

物
か
ら
成
る
自
然
環
境
及
び
人
間
の
営
み
か
ら
成
る
社
会
環
境
と

人
間
個
々
人
と
の
間
に
お
け
る
無
意
図
的
な
相
互
作
用
に
教
育
的

な
意
味
を
重
要
視
す
る
見
方
か
ら
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
画
ロ
マ
ン
主

義
教
育
学
は
十
分
に
肯
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
フ
レ
ー
ベ
ル

に
ロ
マ
ン
主
義
の
考
え
方
を
求
め
る
事
に
つ
い
て
も
、
ボ
ル
ノ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
〕

は
そ
の
妥
当
性
を
論
証
し
て
い
る
。

　
筆
者
は
南
ボ
ル
ノ
ウ
の
言
う
ド
イ
ツ
画
ロ
マ
ン
主
義
教
育
学
の

中
に
、
　
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
に
か
け
て
ド
イ
ツ
国
民

の
求
め
た
人
間
形
成
の
営
み
を
見
る
の
で
あ
る
が
巾
そ
の
ド
イ
ツ

的
な
人
間
形
成
の
営
み
は
巾
筆
者
に
と
っ
て
は
、
　
「
ド
イ
ツ
運
動
」

以
降
の
ド
イ
ツ
の
地
に
登
場
す
る
人
間
形
成
関
係
諸
概
念
を
考
察

す
る
時
の
一
つ
の
拠
に
な
っ
て
い
る
。

　
コ
一
面
的
開
示
」
と
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
　
第
二
次
大
戦
後
、
ド

イ
ツ
は
東
西
に
分
け
ら
れ
た
が
坤
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
伝
統
的

な
ド
イ
ツ
の
教
育
学
は
ア
メ
リ
カ
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
戦
後

の
歩
み
を
進
め
た
。
そ
の
中
で
登
場
し
た
人
間
形
成
の
考
え
方
に

〕
一
面
的
開
示
」
　
（
U
○
署
①
一
ω
痒
耐
①
卑
ω
O
ま
げ
面
竃
σ
q
）
が
在
る
。

こ
れ
は
、
デ
ィ
ル
タ
イ
　
（
声
蟹
庄
貝
）
　
以
来
の
所
謂
精
神
科

学
派
の
教
育
学
者
ク
ラ
フ
キ
（
声
ら
蒔
一
）
が
一
九
五
〇
年
代

末
か
ら
六
〇
年
代
に
か
け
て
提
唱
し
た
も
の
で
、
当
時
の
西
ド
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
η

ツ
教
授
学
界
で
注
目
さ
れ
、
吾
国
に
も
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
概
念

自
体
は
人
間
形
成
の
営
み
の
基
本
様
式
を
示
す
も
の
と
し
て
登
場

し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
概
念
が
ド
イ
ツ
画
ロ
マ
ン
主
義
教
育
学

と
の
関
係
で
考
察
さ
れ
る
時
、
そ
こ
で
は
、
後
者
か
ら
前
者
へ
の

一
つ
の
示
唆
を
窺
い
知
る
事
が
出
来
る
。

　
抑
、
　
「
二
面
的
開
示
は
、
範
晴
的
に
明
示
さ
れ
る
一
般
的
内
容

が
客
体
の
側
面
で
見
え
る
よ
う
に
な
る
事
と
し
て
柚
又
、
主
体
の

側
面
で
は
一
般
的
な
洞
察
力
や
体
験
、
経
験
が
生
じ
て
来
る
事
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
）

し
て
起
こ
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ク
ラ
フ
キ
に
依
れ
ば
、
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「
二
面
的
開
示
」
の
概
念
は
「
弁
証
法
的
」
　
（
似
黎
①
窒
ω
争
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
〕

に
表
現
さ
れ
る
も
の
で
あ
ぷ
。
こ
の
概
念
が
「
弁
証
法
的
」
な
も

の
で
あ
る
と
言
う
事
は
、
高
久
清
吉
著
『
教
授
学
－
教
科
教
育

学
の
構
造
』
　
（
一
九
六
八
年
）
に
お
け
る
こ
の
概
念
の
紹
介
個
所

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
　
「
二
面
的
開
示
」
の
概
念
の
表
現

は
言
語
形
式
で
は
な
く
て
人
間
自
ら
の
現
実
の
桁
動
そ
の
も
の
即

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

ち
体
験
で
し
か
行
わ
れ
得
な
い
と
言
う
事
に
な
忍
。
し
か
し
、
元

来
巾
こ
の
概
念
は
、
既
存
の
問
題
場
面
に
対
す
る
解
釈
を
促
す
枠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

組
み
の
一
つ
と
し
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
為
に
、
あ
る
人
間
形
成
上
の

複
雑
な
現
実
的
体
験
に
対
す
る
整
理
さ
れ
た
解
釈
（
表
現
）
の
仕

方
を
当
然
提
供
出
来
る
が
、
そ
の
概
念
を
演
緯
的
に
現
実
体
験
の

形
に
構
成
し
て
表
現
す
る
事
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
〕
一
面
的
開
示
」
の
概
念
は
こ
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
で
は
あ

る
が
、
筆
者
は
巾
嘗
て
、
こ
の
概
念
の
重
要
性
を
鑑
み
、
概
念
の

コ
ミ
ュ
ニ
カ
ビ
リ
テ
ィ
を
高
め
る
為
に
、
敢
え
て
シ
ス
テ
ム
論
の

レ
ベ
ル
で
模
擬
体
験
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
に
依
る
そ
の
概
念

　
　
　
　
　
　
　
　
口

の
表
現
方
法
を
提
起
u
、
も
う
一
方
で
は
、
現
実
的
体
験
に
依
る

表
現
方
法
の
問
題
に
も
取
り
か
か
っ
た
。
後
者
に
お
い
て
は
、
現

実
的
体
験
に
よ
る
表
現
を
司
能
に
す
る
条
件
に
つ
い
て
探
る
と
言

う
方
向
が
採
ら
れ
、
そ
こ
で
の
考
察
は
、
先
ず
、
ク
ラ
フ
キ
の
言

う
「
陶
冶
内
容
の
基
本
形
式
」
に
従
っ
た
教
材
の
制
作
を
通
し
て

　
　
　
蝸

行
わ
れ
だ
。
次
い
で
、
ド
イ
ツ
曲
ロ
マ
ン
主
義
教
育
学
に
拠
を
置

い
た
考
察
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
ド
イ
ツ
㊥
ロ
マ
ン
主
義
教
育
学
に
拠
を
置
い
た
考
察
か
ら
は
次

の
よ
う
な
示
唆
が
得
ら
れ
た
。
即
ち
、
　
〕
一
面
的
開
示
」
の
概
念

は
ク
ラ
フ
キ
の
提
唱
に
依
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
概
念
で
示

さ
れ
る
も
の
と
同
質
の
も
の
が
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
代
表
的
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
　
　
　
㊥

書
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
に
記
さ
れ
た
彼
の
人
間
形
成
論
に
お
い
て
情
意

曲
　
　
　
圃
　
　
　
圃
　
　
　
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
　
　
　
画
　
　
　
圃
　
　
　
唖

的
な
も
の
を
前
提
と
し
た
心
の
開
示
と
し
て
見
出
さ
れ
る
事
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
　
画
　
　
　
画
　
　
　
田
　
　
　
朝

こ
の
概
念
を
現
実
的
体
験
で
表
現
す
る
時
の
条
件
に
情
意
的
な
も

曲

の
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
言
う
示
唆
で
あ
る
。
そ
の

画
　
　
画
　
　
㊥
　
　
画
　
　
圃
　
　
曲

情
意
的
な
も
の
と
は
、
人
間
形
成
場
面
に
お
い
て
教
師
及
び
生
徒

が
抱
く
「
歓
び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」
で
あ
る
。
ジ
ャ
パ
ン
㊥
パ
ウ

ル
は
、
人
闇
形
成
場
面
に
お
い
て
、
　
「
歓
び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」

を
抱
く
客
体
と
し
て
の
教
師
に
対
し
て
主
体
と
し
て
の
生
徒
の
心

が
開
か
れ
る
と
共
に
「
歓
び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」
を
抱
く
主
体
と

し
て
の
生
徒
に
対
し
て
客
体
と
し
て
の
教
師
の
心
が
開
か
れ
る
事

を
吾
々
に
語
り
か
け
て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン
画
パ
ウ
ル
に
つ
い
て
紹

介
す
る
ポ
ル
ノ
ウ
も
、
人
間
形
成
場
面
で
心
の
開
示
に
果
す
「
歓

び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」
の
働
き
の
重
要
性
を
指
摘
し
、
又
、
　
『
レ

ヴ
ァ
ナ
』
を
マ
ン
　
（
声
崔
冒
箏
）
　
の
教
育
学
古
典
全
集
（
一
九

一
〇
年
）
に
収
録
し
て
ジ
ャ
ン
曲
パ
ウ
ル
の
生
涯
を
紹
介
し
た
ラ
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ン
ゲ
（
【
ピ
冒
鵯
）
も
、
　
「
歓
び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」
が
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地

の
心
を
開
く
重
要
な
条
件
に
な
る
事
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
本
稿
は
、
ク
ラ
フ
キ
の
「
二
面
的
開
示
」
に
類
す
る
教
師
と
生

　
　
㊥
　
　
国
　
　
画
　
　
画

徒
の
心
の
開
示
の
概
念
に
つ
い
て
、
そ
れ
を
現
実
的
体
験
で
表
現

す
る
時
の
条
件
に
「
歓
び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」
が
必
要
と
さ
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
言
う
事
を
主
に
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
『
レ
ヴ
ァ

ナ
』
に
従
っ
て
主
張
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
、
第

一
章
で
は
、
　
「
歓
び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」
の
重
要
性
を
強
調
す
る

ジ
ャ
ン
倒
パ
ウ
ル
の
生
涯
に
つ
い
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
処
を
概
括
し
、

第
二
章
で
は
、
彼
の
代
表
的
教
育
書
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
に
記
さ
れ
た

人
間
形
成
論
に
お
い
て
「
歓
び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」
が
ど
の
よ
う

な
位
置
付
け
で
も
っ
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る
の
か
を
述
べ
る
。
そ

し
て
、
第
三
章
で
は
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
が
「
歓
び
」
や
「
朗
ら

　
　
　
　
画
　
　
画
　
　
固
　
　
画

か
さ
」
を
心
の
開
示
に
ど
の
よ
う
に
条
件
付
け
て
居
り
市
そ
こ
に

「
二
面
的
開
示
」
の
概
念
と
同
質
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
見
出

さ
れ
る
の
か
、
即
ち
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
に
お
・

け
る
人
間
形
成
の
概
念
が
ど
の
よ
う
に
見
出
さ
れ
る
の
か
と
言
う

事
に
つ
い
て
論
述
す
る
。

　
尚
、
本
稿
を
纏
め
る
に
当
り
巾
基
本
文
献
と
な
る
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』

に
つ
い
て
は
、
冨
田
竹
三
郎
先
生
所
蔵
の
第
四
版
を
使
用
さ
せ
て

頂
く
事
が
出
来
、
先
生
に
は
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
る
。第

一
章
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
生
涯

　
ジ
ャ
ン
南
パ
ウ
ル
は
、
本
名
を
ヨ
ハ
ン
固
パ
ウ
ル
圃
フ
リ
ー
ド

リ
ヒ
田
リ
ヒ
タ
ー
　
（
q
序
習
冒
勺
賢
一
勺
『
耐
串
げ
げ
内
げ
犀
胃
）
　
と

言
う
が
、
ジ
ャ
ン
個
パ
ウ
ル
の
名
は
ペ
ン
ネ
i
ム
で
、
そ
の
名

は
自
ら
の
尊
敬
す
る
ジ
ャ
ン
画
ジ
ャ
ッ
ク
国
ル
ソ
ザ
　
（
宥
聲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

』
8
寝
窃
肉
8
ω
竃
聲
）
か
ら
取
っ
た
と
さ
れ
a
。

　
彼
の
名
は
、
ド
イ
ツ
精
神
史
の
偉
大
な
る
潮
流
「
ド
イ
ツ
運
動
」

の
中
の
ド
イ
ツ
固
ロ
マ
ン
主
義
の
思
潮
に
見
出
す
事
が
出
来
る
。
　
2
4

彼
は
、
テ
ィ
ー
ク
　
（
ド
弓
げ
艮
）
　
、
ヴ
ァ
ッ
ケ
ン
ロ
ー
ダ
ー

（
声
用
オ
8
叡
暮
a
胃
）
　
、
シ
ユ
レ
ー
ゲ
ル
兄
弟
（
＞
．
声

ω
o
ま
Φ
鵯
一
＼
声
ω
o
竺
①
昭
一
）
　
、
　
ノ
ヴ
ァ
リ
ス
（
之
睾
娑
ω
）

シ
ュ
ラ
イ
ェ
ル
マ
ッ
ハ
（
句
‘
甲
　
一
U
一
ω
O
巨
9
胃
ヨ
碧
ぼ
『
）
と
言

う
所
謂
イ
ェ
i
ナ
の
ロ
マ
ン
主
義
グ
ル
ー
プ
と
同
じ
時
代
に
生
き
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
と
ベ
ル
リ
ン
の
ロ
マ
ン
主
義
に
影
響
を
及
ぼ
し

た
ロ
マ
ン
派
の
作
家
で
あ
る
。
そ
し
て
、
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
兄
弟
の

弟
と
の
論
争
や
ハ
ィ
ネ
（
声
思
庁
⑦
）
　
及
び
ノ
ヴ
ァ
リ
ス
の

高
い
評
価
に
基
づ
く
ド
イ
ツ
画
ロ
マ
ン
主
義
の
代
表
的
作
家
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

人
に
数
え
ら
れ
て
い
忍
。



　
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
生
涯
に
つ
い
て
、
以
下
で
彼

の
人
間
形
成
の
考
え
方
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
思
わ
れ
る
事
柄
を

中
心
に
概
括
す
る
が
、
そ
れ
は
、
マ
ン
の
教
育
学
古
典
全
集
に
収

め
ら
れ
た
ラ
ン
ゲ
に
依
る
彼
の
生
涯
に
関
す
る
記
事
と
シ
ュ
ヴ
ァ
．

ル
ツ
　
（
用
段
プ
峯
賢
N
）
　
の
『
教
育
学
事
典
』
　
（
一
九
二
九
年
）

　
　
　
　
　
　
η

に
依
拠
し
て
い
忍
。

　
一
七
六
二
年
三
月
二
一
日
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
は
バ
イ
ェ
ル
ン

北
部
フ
ィ
ル
テ
ル
山
地
の
小
都
市
ヴ
ン
ズ
ィ
i
デ
ル
に
生
れ
た
。

　
1
吾
巾
歓
び
て
汝
の
懐
に
生
れ
出
で
た
り
。
何
処
迄
も
続
く

　
高
き
山
々
の
麓
に
在
る
小
さ
な
町
よ
／
　
そ
の
山
々
の
頂
き
は

　
気
高
き
頭
の
よ
う
に
吾
等
を
見
下
ろ
し
賜
う
／
　
吾
、
歓
び
て

　
汝
の
懐
に
生
れ
出
で
た
り
。
小
さ
く
も
輝
け
る
素
晴
し
き
町
よ

　
／
　
　
－

　
彼
は
、
後
に
な
っ
て
か
ら
自
ら
の
生
れ
た
地
を
こ
の
よ
う
に
称

え
た
が
、
こ
の
ヴ
ン
ズ
ィ
i
デ
ル
の
町
で
、
彼
の
父
リ
ヒ
タ
ー

（
』
序
蟹
箏
O
写
落
｛
震
O
津
卑
8
ぽ
幻
け
げ
叫
胃
）
　
は
優
れ
た
詩
的

及
び
音
楽
的
才
能
を
生
か
し
て
第
三
学
級
（
高
等
学
校
）
の
教
師

そ
し
て
オ
ル
ガ
ン
奏
者
と
し
て
生
計
を
立
て
て
い
た
。

　
一
七
六
五
年
に
父
リ
ヒ
タ
ー
は
牧
師
と
し
て
ザ
ー
レ
河
畔
の
集

落
ヨ
デ
ィ
ッ
ツ
に
移
っ
た
。
ヨ
デ
ィ
ッ
ツ
は
フ
ィ
ル
テ
ル
山
地
を

挾
ん
で
ヴ
ン
ズ
ィ
ー
デ
ル
の
北
方
に
在
り
池
ジ
ャ
ン
圃
パ
ウ
ル
は

そ
こ
で
児
童
期
を
過
し
た
。
ヴ
ン
ズ
ィ
i
デ
ル
で
は
経
済
的
に
苦

し
か
っ
た
リ
ヒ
タ
ー
家
の
生
活
も
ヨ
デ
ィ
ッ
ツ
に
移
っ
て
か
ら

は
比
較
的
豊
か
に
な
り
、
こ
の
地
は
彼
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
た
。
ロ
マ
ン
派
作
家
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
が
語
ら
れ
る
時
、

ヨ
デ
ィ
ッ
ツ
で
の
彼
の
児
童
期
の
生
活
は
、
彼
に
、
人
間
の
形
成

及
び
作
家
の
形
成
に
対
す
る
田
舎
の
牧
歌
的
生
活
を
強
く
意
義
付

け
さ
せ
た
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　
父
リ
ヒ
タ
ー
は
、
牧
師
と
言
う
自
ら
の
仕
事
に
誠
実
に
携
わ
り
、

敬
慶
な
る
信
仰
を
以
て
教
義
の
厳
し
さ
を
守
り
や
し
ば
し
ば
貧
し

い
人
々
に
手
を
差
し
延
べ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
期
に
、
ジ
ャ
ン

固
パ
ウ
ル
と
彼
の
弟
妹
達
は
父
親
か
ら
平
日
に
毎
日
約
七
時
間
の

ラ
テ
ン
語
や
文
法
の
指
導
を
受
け
、
文
学
の
話
も
聞
か
さ
れ
た
。

こ
の
時
、
既
に
刊
行
さ
れ
た
ル
ソ
ー
の
『
エ
ミ
ー
ル
』
　
（
一
七
六

二
年
）
の
考
え
方
が
父
リ
ヒ
タ
ー
に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
が
、

そ
の
考
え
方
は
誤
っ
て
解
釈
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
父
リ
ヒ
タ
ー

は
、
自
分
の
子
供
達
を
巷
の
文
化
環
境
か
ら
切
り
離
し
て
学
問
の

み
に
目
を
向
げ
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
ら
し
い
。
ジ

ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
児
童
期
が
語
ら
れ
る
時
、
ヨ
デ
ィ
ッ
ツ
で
彼
が

意
識
し
た
郷
土
　
（
饒
①
臣
邑
　
は
広
々
と
し
た
田
舎
で
は
な
く
て

そ
の
中
の
大
変
小
さ
な
区
域
で
あ
っ
た
。
リ
ヒ
タ
ー
家
の
子
供
達

は
、
近
く
の
小
学
校
に
も
行
か
ず
に
教
会
の
庭
の
中
で
殆
ん
ど
を

一25一



過
し
、
村
の
同
年
輩
の
子
供
達
と
遊
ぶ
事
も
な
く
巾
居
住
す
る
家

と
教
会
を
囲
む
狭
い
空
間
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
も

父
親
が
、
　
『
エ
ミ
ー
ル
』
に
対
す
る
誤
っ
た
解
釈
の
為
に
再
怯
え

る
位
に
自
分
の
子
供
達
へ
の
悪
い
影
響
を
総
べ
て
遠
ざ
け
よ
う
と

考
え
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
父
リ
ヒ
タ
ー
が

ジ
ャ
ン
曲
パ
ウ
ル
達
を
教
会
の
庭
を
中
心
と
す
る
空
間
に
閉
じ
込

め
た
真
の
理
由
は
は
っ
き
り
と
分
っ
て
い
な
い
と
言
っ
た
方
が
正

し
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
父
親
で
は
あ
っ
た
が
、
と
も
か

く
も
、
ジ
ャ
ン
㊥
パ
ウ
ル
は
父
親
を
大
変
尊
敬
し
、
父
親
を
真
の

教
師
と
見
傲
し
て
い
た
。

　
一
七
七
六
年
、
父
リ
ヒ
タ
ー
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
に

赴
任
し
た
が
、
そ
れ
に
伴
い
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
は
公
の
学
校
に

通
い
始
め
巾
父
親
の
手
許
か
ら
巣
立
っ
て
行
っ
た
。
従
っ
て
可
こ

の
ヨ
デ
ィ
ッ
ツ
で
の
一
一
年
間
は
竜
後
の
作
家
で
か
つ
教
育
者
と

な
る
ジ
ャ
ン
個
パ
ウ
ル
の
「
精
神
的
巣
作
り
」
の
時
期
と
な
っ
た
。

　
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
が
高
等
学
校
の
最
高
学
年
に
な
っ
た
時
ヰ
シ

ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
か
ら
レ
ハ
ウ
に
移
り
、
そ
こ
で
、
フ
ォ

ー
ゲ
ル
　
（
く
尉
魁
）
　
と
言
う
牧
師
が
彼
に
精
神
的
な
糧
を
十
分
に

与
え
て
く
れ
た
。
彼
は
、
こ
の
時
に
当
時
の
偉
大
な
る
思
想
家
や

作
家
と
の
出
会
い
を
経
験
し
た
。

　
一
七
七
八
年
市
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
が
ニ
ハ
才
の
時
、
父
リ
ヒ
タ

ー
が
亡
く
な
り
弔
彼
の
家
族
は
貧
し
い
生
活
を
強
い
ら
れ
る
事
に

な
っ
た
。
彼
は
、
最
も
お
金
の
か
か
ら
な
い
勉
強
の
分
野
を
選
ば

ざ
る
を
得
な
く
な
り
巾
一
七
八
一
年
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
の
神
学
生
と

な
っ
た
。
彼
は
巾
哲
学
の
勉
強
も
行
っ
た
が
、
心
の
底
で
は
文
筆

の
道
を
求
め
、
著
述
業
で
経
済
的
な
独
立
を
得
よ
う
と
考
え
た
。

し
か
し
穐
実
際
に
は
高
遭
な
精
神
と
は
裏
腹
に
耐
乏
生
活
を
送
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
　
　
　
宙
　
　
　
画

事
に
な
り
市
そ
れ
に
依
っ
て
あ
る
種
の
辛
辣
さ
が
彼
の
内
に
芽
生

え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
南
後
の
彼
の
生
活
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
、
彼
は
最
初
の
風
刺

作
晶
を
生
み
出
す
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
彼
の
心
は
満
た

さ
れ
る
事
は
な
く
、
こ
の
若
き
作
家
は
知
人
の
前
か
ら
姿
を
消
し
、

ラ
イ
プ
チ
ヒ
を
去
っ
た
。
そ
し
て
、
一
七
八
四
年
市
母
親
の
居
る

ホ
フ
の
町
へ
行
き
哺
そ
こ
で
心
の
安
ら
ぎ
の
場
を
得
た
。
彼
の
風

刺
作
晶
は
『
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ト
の
訴
訟
』
　
（
一
七
八
三
－
　
一
七

八
四
年
）
や
『
悪
魔
の
抜
書
帳
』
　
（
一
七
八
九
年
）
等
で
あ
っ
た

が
、
こ
れ
ら
は
殆
ん
ど
何
の
収
入
も
彼
に
斎
す
事
は
な
か
っ
た
。

　
母
親
の
許
へ
戻
っ
た
ジ
ャ
ン
固
パ
ウ
ル
は
、
貧
し
い
家
計
を
助

け
る
為
に
一
七
八
七
年
よ
り
一
七
八
九
年
迄
ト
ェ
ー
ペ
ン
に
移
っ

て
家
庭
教
師
を
行
い
、
又
、
一
七
九
〇
年
か
ら
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ

ェ
ン
バ
ッ
ハ
で
私
設
小
学
校
教
師
に
な
り
、
　
一
七
九
四
年
か
ら
し

ば
ら
く
の
間
ホ
フ
で
女
子
教
育
に
携
わ
っ
た
。
こ
の
時
期
の
彼
の

一26一



生
活
は
自
ら
の
文
筆
活
動
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
即
ち
、

こ
の
時
期
の
多
く
の
著
作
物
に
は
教
育
的
願
望
が
見
ら
れ
、
そ
こ

に
お
い
て
彼
の
人
間
形
成
の
考
え
方
が
磨
か
れ
た
。
　
『
マ
リ
ア
画

ブ
i
ツ
先
生
の
愉
快
な
生
涯
』
　
（
一
七
九
一
年
）
と
『
見
え
な
い

ロ
ッ
ジ
』
　
（
一
七
九
三
年
）
等
が
こ
の
時
期
の
教
育
的
著
作
物
と

し
て
特
に
知
ら
れ
て
い
る
。

　
彼
は
次
第
に
流
行
作
家
に
な
っ
て
い
く
が
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル

と
言
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
『
見
え
な
い
ロ
ッ
ジ
」
に
お
い
て
初
め
て

　
　
　
　
　
　
　
！
8

使
わ
れ
た
と
さ
れ
る
。
彼
が
こ
の
ペ
ン
ネ
i
ム
を
使
っ
た
理
曲
に

つ
い
て
は
詳
し
く
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
が
、
た
だ
、
以
前
よ
り
精

通
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
へ
の
尊
敬
の
念
が
そ
う
さ
せ
た
の

で
あ
ろ
う
と
言
う
事
は
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
南
当
時
作
家
で
あ
る
と
共
に
教
師
で
も
あ
っ
た
彼
の
人

間
形
成
の
営
み
に
つ
い
て
触
れ
て
み
る
事
に
し
よ
う
。
こ
の
事
は
油

以
下
で
示
す
よ
う
に
帝
彼
の
人
間
形
成
の
考
え
方
を
知
る
上
で
大

変
重
要
と
な
っ
て
来
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
9

　
先
ず
ト
ェ
ー
ペ
ン
で
は
、
彼
は
、
カ
ン
ト
（
〔
内
剴
）
や
（
勺
丁

煤
8
）
や
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
ヘ
く
津
汁
⑦
）
等
の
著
作
を
通
し
て
知
的
世

界
を
広
げ
な
が
ら
財
務
顧
問
官
の
息
子
に
主
に
フ
ラ
ン
ス
語
を
教

え
た
が
、
結
局
そ
こ
で
は
自
分
の
生
徒
や
周
囲
の
人
々
か
ら
愛
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G
o

と
信
頼
を
得
る
事
が
出
来
ず
に
二
年
余
で
そ
れ
を
止
め
て
い
る
。

　
次
い
で
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
で
は
、
七
才
か
ら
一
五
才

迄
の
生
徒
七
人
（
男
子
六
人
、
女
子
一
人
）
に
一
五
科
目
（
聖
書

の
歴
史
巾
道
徳
巾
論
理
学
、
ラ
テ
ン
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ド
イ
ツ

語
、
神
話
、
歴
史
、
地
理
巾
物
理
ド
博
物
、
解
剖
、
天
文
、
計
算
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
判

随
筆
）
を
毎
週
三
〇
時
間
教
え
た
カ
　
彼
は
市
自
分
で
話
を
す
る

時
に
は
そ
の
中
に
機
知
に
富
ん
だ
多
く
の
警
句
を
織
り
交
ぜ
て
生

徒
を
引
き
付
け
る
と
共
に
生
徒
に
も
機
知
に
富
む
警
旬
を
混
ぜ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
2

答
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
警
句
を
混
ぜ
る
方
法
は
生
徒
の
記
憶

を
助
け
る
為
に
採
用
さ
れ
た
が
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
生
涯
を
紹

介
す
る
ラ
ン
ゲ
は
、
警
句
の
使
用
が
子
供
を
表
面
的
な
言
葉
遊
び

に
導
い
て
事
態
の
本
質
を
見
さ
せ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
批

　
　
G
3

判
す
る
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
で
は
、
こ
の
外
に
特
に
作

文
指
導
に
効
果
の
在
っ
た
事
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
作
文
指
導
の

際
に
、
抽
象
的
な
テ
ー
マ
で
は
な
く
て
帖
ノ
ア
の
洪
水
即
ち
太
陽

の
昇
ら
な
い
地
上
の
様
子
と
い
う
よ
う
な
具
体
的
な
テ
i
マ
で
書

か
せ
る
よ
う
に
指
導
し
た
事
に
依
っ
て
働
果
が
上
っ
た
と
さ
れ
る

が
、
そ
の
効
果
の
実
情
は
定
か
で
は
な
㎎
。

　
こ
の
よ
う
な
指
導
の
行
わ
れ
た
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の

ジ
ャ
ン
囲
パ
ウ
ル
学
校
に
は
二
〇
ケ
条
以
上
の
校
則
が
設
け
ら
れ

生
徒
を
厳
し
く
縛
り
付
け
た
。
決
め
ら
れ
た
場
所
か
ら
抜
け
出
る

と
直
ぐ
に
罰
を
受
け
、
注
意
を
怠
る
と
教
室
か
ら
出
さ
れ
、
忘
れ
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物
や
怠
惰
に
は
罰
金
が
課
せ
ら
れ
、
悪
い
言
塵
遣
い
に
対
し
て
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
5

友
達
同
士
で
注
意
し
合
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
ね
。
x
学
業
成
績
の

付
け
方
に
つ
い
て
は
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
が
指
導
中
に
熱
心
に
励

む
生
徒
に
対
し
て
棒
線
で
チ
ェ
ッ
ク
し
や
棒
線
の
数
が
多
い
程
成

績
が
良
い
と
判
定
し
た
。
生
徒
の
行
動
記
録
に
関
し
て
は
、
嘘
を

つ
く
と
一
点
、
大
声
で
騒
ぐ
と
二
点
、
他
人
を
叩
く
と
四
点
と
言

う
よ
う
に
点
数
を
加
算
し
た
。
良
い
振
舞
い
、
良
い
態
度
、
規
律

の
遵
守
、
親
切
、
勤
勉
は
賞
賛
さ
れ
、
だ
ら
し
な
さ
用
我
儀
、
反

抗
、
重
大
な
嘘
巾
忘
れ
物
栴
乱
暴
は
戒
め
ら
れ
巾
各
々
ノ
ー
ト
に

書
き
留
め
ら
れ
た
。
風
変
り
な
服
装
に
つ
い
て
も
戒
め
ら
れ
た
。

悪
い
方
の
点
数
が
良
い
方
の
点
数
の
二
倍
以
上
に
な
る
と
、
フ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

ン
ス
語
又
は
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
通
知
が
親
許
に
届
け
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
私
設
小
学
校
運
営
に
っ
い
て
ラ
ン
ゲ
は
批
判
的
に

見
て
居
り
、
掌
業
成
績
や
行
動
記
録
は
真
画
善
画
美
へ
の
純
粋
な

興
味
の
代
り
に
幼
名
心
や
利
已
心
を
か
り
立
て
る
だ
け
で
な
か
っ

た
か
と
述
べ
る
。
そ
し
て
巾
彼
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ

に
お
け
る
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
人
闇
形
成
の
営
み
が
誤
っ
て
い
た

事
を
指
摘
し
、
彼
の
こ
の
営
み
に
は
生
徒
へ
の
純
榊
な
直
接
的
関

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e

心
よ
り
も
名
誉
心
が
在
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
言
う
。
ジ
ャ
ン
画

パ
ウ
ル
は
後
に
書
く
教
育
書
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
に
お
い
て
「
総
て
が

栄
え
る
朗
ら
か
さ
」
の
事
を
強
調
す
る
が
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヱ
ン

バ
ッ
ハ
の
私
設
小
学
校
運
営
は
そ
の
強
調
に
大
き
く
反
す
る
も
の

と
な
る
。
先
の
ト
ェ
ー
ペ
ン
と
こ
の
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ヱ
ン
バ
ッ
ハ

で
の
経
験
は
巾
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
自
身
の
後
の
人
間
形
成
論
に
確

か
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
巾
後
述
す
る
よ
う
に
、
ラ
ン
ゲ
は
、

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
と
次
の
教
師
経
験
の
地
ホ
フ
に
お
け

る
ジ
ャ
ン
固
パ
ウ
ル
の
生
活
自
体
が
そ
れ
迄
彼
を
包
ん
で
い
た
冷

た
い
人
間
関
係
か
ら
彼
自
身
を
解
き
放
す
よ
う
に
な
っ
た
為
に
、

そ
の
後
に
展
開
さ
れ
る
彼
の
人
間
形
成
の
考
え
方
に
大
き
な
変
化

を
斎
し
た
と
解
釈
す
る
。
、

　
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
で
私
設
小
学
校
を
開
い
て
か
ら
四

年
後
、
二
人
の
生
徒
が
バ
イ
ロ
イ
ト
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
に
入
学
し

た
為
に
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
は
小
学
校
を
閉
じ
、
母
親
の
居
る
ホ

フ
ヘ
戻
っ
た
。
そ
し
て
、
ホ
フ
に
戻
っ
て
か
ら
も
生
計
維
持
の
為

に
私
設
小
学
校
を
開
き
、
小
学
校
一
年
生
の
男
子
一
人
と
若
干
年

上
の
女
子
三
乃
至
五
人
を
教
え
た
。
こ
こ
で
は
、
聖
書
の
歴
史
、

物
理
、
天
文
、
博
物
、
ロ
ー
マ
史
、
哲
学
、
遣
徳
、
フ
ラ
ン
ス
語
、

計
算
、
ザ
ル
ツ
マ
ン
の
お
話
、
新
聞
、
地
理
、
用
語
法
、
作
文
等

が
教
え
る
内
容
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
ラ
ン
ゲ
が
指
摘
す
る
よ
う

に
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
時
と
同
じ
く
、
当
時
の
市
民

に
必
要
と
さ
れ
た
教
養
を
網
羅
し
て
生
徒
を
百
科
全
書
に
押
し
込

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
画
　
　
画
　
　
㊥
　
　
㊥
　
　
㊥

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
、
ザ
ル
ツ
マ
ン
の
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圃
　
　
曲
　
　
国
　
　
圃
　
　
固

お
話
と
新
聞
は
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
の
時
に
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
教
材
で
あ
っ
た
。
人
闇
形
成
の
営
み
の
中
で
新
聞
を
扱
う

事
は
一
八
世
紀
初
め
よ
り
行
わ
れ
、
一
般
的
に
は
巾
ド
イ
ツ
語
巾

ラ
テ
ン
語
市
フ
ラ
ン
ス
語
の
新
聞
で
考
察
力
や
判
断
力
を
高
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

政
治
地
誌
や
政
治
史
を
時
々
に
知
る
為
に
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

色
　
　
　
個
　
　
　
㊥
　
　
　
田
　
　
　
画
　
　
　
画
　
　
　
曲
　
　
　
㊥

ザ
ル
ツ
マ
ン
の
お
話
は
、
子
供
向
け
の
道
徳
的
な
話
亜
書
簡
、
笑

話
、
宗
教
的
な
話
巾
伝
承
等
で
あ
り
、
か
な
り
頻
繁
に
教
材
と
し

て
扱
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
教
材
を
用
い
た
指
導
の
様

子
は
南
ユ
ー
モ
ァ
を
織
り
交
ぜ
た
通
知
で
時
々
に
畦
徒
の
親
に
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

ら
せ
て
居
り
、
親
か
ら
の
評
判
は
良
か
っ
た
と
言
引
。

　
以
上
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
固
パ
ウ
ル
の
教
師
経
験
の
纏
め
と
し
て

ラ
ン
ゲ
は
二
っ
の
事
を
掲
げ
る
。
一
っ
は
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
が

自
ら
の
文
筆
家
と
し
て
の
人
間
像
に
自
分
の
生
徒
を
導
く
人
闇
形

成
の
営
み
を
行
い
、
そ
れ
が
自
ら
の
教
育
的
著
作
物
を
書
く
動
機

付
け
に
な
っ
た
生
言
う
事
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル

ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
と
ホ
フ
で
の
教
師
経
験
を
含
む
生
活
自
体
が
そ
れ

迄
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
内
面
に
お
い
て
失
わ
れ
て
い
た
も
の
を
彼

に
獲
得
さ
せ
た
と
言
う
事
で
あ
る
。

　
彼
は
、
自
ら
が
若
い
時
よ
り
文
学
を
志
し
た
よ
う
に
生
徒
に
も

文
学
へ
の
志
を
求
め
た
。
そ
し
て
巾
ラ
ン
ゲ
に
依
れ
ば
、
彼
は
、

父
亡
き
後
の
貧
し
い
生
活
に
お
い
て
自
ら
の
内
に
育
っ
た
辛
辣
さ

故
に
、
人
間
形
成
の
場
で
用
い
る
話
に
精
神
的
比
較
対
照
や
機
知

を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
巾
自
分
の
生
徒
達
を
あ
る
意
味
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
0

誤
っ
た
冷
や
か
な
機
知
の
学
校
に
導
く
事
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
お

け
る
教
材
の
選
択
に
つ
い
て
は
用
バ
セ
ド
ウ
（
－
卑
ω
窮
＆
9
く
）

や
ザ
ル
ツ
マ
ン
　
（
O
穿
・
ρ
ω
導
ヨ
曽
箏
）
　
等
の
汎
愛
派
の
人
々

か
ら
影
響
を
受
け
、
生
徒
達
に
出
来
る
だ
け
有
用
な
知
識
を
授
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帥

る
事
を
考
え
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
経
る
一
方
巾

ジ
ャ
ン
固
パ
ウ
ル
の
生
活
自
体
に
は
大
き
な
変
化
が
訪
れ
、
そ
の

変
化
の
中
で
彼
は
人
間
形
成
へ
の
関
心
を
よ
り
一
層
強
め
、
そ
れ

を
文
筆
活
動
で
表
現
し
て
行
っ
た
。
そ
の
変
化
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル

ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
と
ホ
フ
の
生
活
に
お
い
て
斎
さ
れ
た
彼
の
人
生
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e
2

と
っ
て
の
重
大
な
転
換
期
と
も
な
っ
た
。
そ
れ
迄
の
彼
は
予
め
持

っ
て
い
る
知
識
に
基
づ
い
て
世
間
の
愚
し
い
事
柄
を
批
判
ば
か
り

し
て
来
た
が
、
そ
れ
に
依
っ
て
彼
自
ら
は
逆
に
多
く
の
も
の
を
失

っ
た
。
し
か
し
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
と
ホ
フ
の
生
活
に

お
い
て
彼
は
そ
れ
迄
に
失
っ
て
来
た
も
の
を
取
り
戻
す
新
た
な
機

会
に
恵
ま
れ
た
。

　
彼
は
巾
そ
れ
以
前
に
お
い
て
社
会
的
に
も
精
神
的
に
も
孤
立
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
状
況
下
で
は
心
を
他
人
に
閉
ざ
し
て
不
幸
な

運
命
に
対
す
る
自
分
の
感
情
の
世
界
を
常
に
辛
辣
な
言
葉
で
守
ろ

う
と
し
て
来
た
が
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
巾
自
分
の
理
解
者
を
周
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囲
に
持
つ
事
が
出
来
、
そ
の
中
で
、
自
ら
の
精
神
と
感
情
を
自
由

に
広
げ
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
　
　
　
画
　
　
　
画

ツ
ハ
に
お
い
て
、
彼
の
才
能
と
性
格
を
理
解
す
る
人
々
の
朗
ら
か

さ
は
彼
に
快
い
時
を
与
え
、
彼
に
陽
気
な
機
知
に
富
む
話
を
呼
び

起
こ
し
た
。
ホ
フ
で
は
、
彼
の
最
も
信
頼
す
る
友
人
が
現
わ
れ
、

良
き
相
談
相
手
と
な
っ
た
。
こ
の
友
人
は
、
彼
の
文
筆
活
動
を
援

助
し
、
彼
の
文
筆
物
を
出
版
し
て
く
れ
た
。
更
に
、
彼
は
、
哲
学
、

教
育
学
、
文
芸
の
知
識
を
持
つ
近
く
の
学
校
の
教
師
と
手
紙
の
交

換
も
行
っ
た
。

　
こ
の
外
に
ホ
フ
に
お
い
て
特
に
記
す
べ
き
事
は
、
彼
が
婦
人
達

と
の
交
際
を
持
っ
た
と
言
う
事
で
あ
る
。
彼
女
達
は
彼
を
相
談
相

手
と
し
た
。
彼
は
、
毎
週
土
曜
日
に
名
望
家
の
娘
や
婦
人
を
集
め
、

ピ
ア
ノ
の
弾
き
語
り
を
行
い
、
自
ら
の
詩
才
を
披
露
し
、
時
に
は

重
要
な
美
術
や
宗
教
の
問
題
を
雄
弁
に
覇
っ
た
。
こ
の
経
験
は
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
G

人
に
対
す
る
彼
の
理
解
を
大
い
に
助
け
た
。

　
こ
の
よ
う
な
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
と
ホ
フ
の
生
活
は
彼

の
人
生
観
を
大
き
く
転
換
さ
せ
、
人
間
形
成
の
考
え
方
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
し
κ
巾
こ
の
時
期
以
降
の
彼
の
著
作
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

風
刺
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
ね
。

　
一
七
九
八
年
か
ら
一
八
○
○
年
に
か
け
て
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
は

し
ば
し
ば
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
に
滞
在
し
た
が
、
そ
こ
に
お
い
て
は
、

ゲ
ー
テ
　
（
－
声
o
8
ま
⑦
）
　
や
シ
ラ
i
（
『
ω
o
罰
曽
胃
）
は
彼

の
事
を
余
り
快
く
は
思
わ
な
か
っ
た
。
た
だ
ヘ
ル
ダ
i
　
（
■

ρ
顯
胃
尉
『
）
だ
け
が
彼
を
注
目
し
巾
彼
と
親
交
を
結
ん
だ
。

こ
の
ヴ
ァ
イ
マ
i
ル
で
彼
は
当
時
の
支
配
的
な
哲
学
即
ち
カ
ン
ト

の
批
判
哲
学
と
フ
ィ
フ
テ
の
自
我
の
哲
学
を
学
ん
だ
が
、
カ
ン
ト

の
冷
た
い
当
為
論
や
定
言
命
法
そ
し
て
フ
ィ
フ
テ
の
外
界
否
定
の

主
観
論
に
反
発
を
感
じ
南
自
ら
の
思
考
と
感
情
の
世
界
を
再
発
見

で
き
る
世
界
を
求
め
た
。
そ
し
て
、
ヤ
コ
ビ
（
句
い
円
』
8
g
｛
）

の
心
情
の
泄
界
に
基
づ
く
感
情
の
哲
学
（
9
竃
召
堅
8
8
崖
①
）

　
　
　
　
G

に
共
感
し
た
。

　
ヤ
コ
ビ
は
、
当
時
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
学
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
所
長
で

あ
っ
た
が
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
は
、
彼
の
事
を
用
宗
教
と
哲
学
を

結
び
付
け
て
愛
と
真
実
を
人
間
性
に
付
与
し
た
心
の
師
と
し
て
尊

敬
し
た
。
ヤ
コ
ビ
は
、
直
観
と
思
考
の
形
式
を
感
覚
的
認
知
の
素

材
と
す
る
主
観
的
認
識
論
と
し
て
カ
ン
ト
の
考
え
方
を
批
判
し
、

又
、
主
観
主
義
的
な
も
の
と
し
て
フ
ィ
フ
テ
の
考
え
方
に
反
対
し

た
。
ヤ
コ
ビ
は
、
彼
ら
の
哲
学
が
論
理
的
証
明
に
依
っ
て
成
り
立

つ
伝
達
知
識
し
か
認
め
て
い
な
い
と
考
え
、
そ
の
よ
う
な
哲
学
に

対
し
て
、
理
性
に
支
え
ら
れ
た
知
性
的
曲
美
的
画
道
徳
的
感
情
即

ち
理
性
的
直
観
（
ざ
昌
蔓
津
婁
序
蟹
竃
σ
q
）
　
に
依
っ
て
真
圃
善

画
美
田
自
由
固
神
宙
不
滅
性
を
認
識
さ
せ
る
考
え
方
を
重
視
し
た
。
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ジ
ャ
ン
㊧
パ
ウ
ル
に
と
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
ヤ
コ
ビ
の
中
に
は
哲

学
者
と
詩
人
が
同
居
し
、
ヤ
コ
ビ
の
中
敏
D
詩
的
な
強
い
感
情
と
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

し
い
言
葉
遣
い
が
彼
の
心
を
強
く
捉
え
ね
。

　
ジ
ャ
ン
田
パ
ウ
ル
は
、
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
滞
在
を
経
た
後
に
何
回

も
の
旅
を
通
し
て
婦
人
を
敬
愛
す
る
精
神
を
身
に
付
け
、
一
八
〇

一
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
上
級
裁
判
所
判
事
の
娘
カ
ロ
リ
ー
ネ
（
内
～
－

a
ぎ
①
）
に
理
想
的
女
性
像
を
見
出
し
た
。
そ
し
て
　
　
一

八
〇
四
年
に
彼
女
と
バ
イ
ロ
イ
ト
で
結
婚
し
、
和
や
か
な
家
庭
を

築
い
た
。
彼
は
青
年
期
迄
と
は
違
っ
て
多
く
の
友
人
に
囲
ま
れ
、

年
金
と
自
ら
の
著
作
物
か
ら
の
収
入
と
に
依
っ
て
経
済
的
に
も
安

定
し
た
生
活
を
送
る
事
が
出
来
た
。

　
一
八
○
○
年
か
石
一
八
〇
五
年
に
か
け
て
彼
は
『
巨
人
』
を
著

わ
し
た
が
、
そ
れ
は
、
ゲ
i
テ
の
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
固
マ
ィ
ス
タ

ー
』
と
張
り
合
う
程
の
大
ロ
マ
i
ン
で
あ
る
と
評
価
さ
れ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
〇
六
年
に
な
「
て
、
彼
は
、
そ
れ
迄
の

教
育
的
著
作
に
描
写
さ
れ
た
も
の
や
そ
れ
迄
に
書
き
留
め
て
お
い

た
自
ら
の
実
際
の
人
間
形
成
の
経
験
の
記
録
に
基
づ
い
て
、
自
ら

の
代
表
的
教
育
書
と
な
る
次
章
で
示
す
よ
う
な
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
を

著
わ
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
後
、
彼
は
、
　
一
八
二
一
年
迄
文
筆
活
動
を
続
け
た
が
、
一

八
二
一
年
に
息
子
が
熱
病
死
し
て
か
ら
病
床
に
就
き
、
一
八
二
五

年
一
一
月
一
四
日
に
六
三
才
の
生
涯
を
閉
じ
た
。

第
二
章
　
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
の
人
間
形
成
論

　
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
は
多
く
の
文
芸
作
晶
と
共
に
教
育
書
『
レ
ヴ

ァ
ナ
』
を
刊
行
し
た
が
、
こ
の
著
作
は
ド
イ
ツ
㊥
ロ
マ
ン
主
義
の

考
え
方
を
人
間
形
成
論
に
反
映
さ
せ
た
も
の
の
一
つ
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。
蓋
し
、
　
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
は
ジ
ャ
ン
グ
パ
ウ
ル
の
人
生

の
柵
み
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
前

章
で
見
て
来
た
よ
う
に
、
彼
は
、
子
供
の
時
期
に
は
人
間
社
会
の

中
で
鎖
さ
れ
た
小
世
界
に
押
し
込
め
ら
れ
、
そ
の
後
青
年
期
を
経

る
迄
は
生
活
の
貧
し
さ
故
に
自
ら
の
辛
辣
さ
で
以
て
心
を
周
囲
か

ら
鎖
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
青
年
期
を
経
た
後
の
彼

に
訪
れ
た
大
き
な
生
活
の
変
化
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
、
そ
れ
迄

　
画
　
　
　
画
　
　
　
画

の
冷
た
い
機
知
の
世
界
に
居
た
彼
が
心
情
の
世
界
へ
と
導
か
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
彼
の
人
生
の
後
半
は
心
情
の
世
界
に
対
す
る
共
感

を
一
つ
の
軸
と
し
て
取
り
込
ん
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
人
生
に
お
け

る
一
大
転
換
期
を
経
た
後
に
、
心
情
の
世
界
を
人
間
形
成
の
営
み

の
重
要
な
榔
分
と
し
て
指
摘
し
た
『
レ
ヴ
ア
ナ
』
が
刊
行
さ
れ
た

　
　
　
　
G

の
で
あ
っ
た
。

　
レ
ヴ
ァ
ナ
　
（
ぼ
く
§
～
）
　
と
は
古
代
ロ
ー
マ
の
女
神
の
名
称
で
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あ
り
、
そ
の
女
神
は
巾
父
親
が
新
生
児
を
吾
子
と
認
知
し
て
自
ら

の
足
許
に
置
い
た
後
で
吾
子
へ
の
教
育
を
誓
う
時
の
介
添
を
し
た

　
　
　
　
　
　
鯛

と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
レ
ヴ
ァ
ナ
を
標
題
に
取
り
入
れ
た
ジ
ャ

ン
画
パ
ウ
ル
の
人
間
形
成
論
は
、
生
れ
出
で
た
子
供
を
祝
福
す
る

両
親
の
真
心
を
表
わ
し
た
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
も
の
で

あ
る
。
但
し
、
教
育
書
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
の
名
は
通
称
で
あ
っ
て
、

そ
の
原
典
は
正
式
に
は
『
レ
ヴ
ァ
ナ
あ
る
い
は
教
育
学
』
と
な
っ

て
い
る
為
に
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
人
間
形
成
論
も
本
来
な
ら
ば

こ
の
正
式
名
称
の
下
で
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

だ
が
、
今
日
、
一
般
に
は
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
で
通
用
し
て
い
る
為
に

本
稿
で
も
そ
の
通
称
を
採
用
し
柚
そ
の
通
称
の
下
で
彼
の
人
間
形

成
論
を
扱
う
事
に
す
る
。
又
、
こ
の
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
は
正
式
名
称

で
は
「
教
育
学
」
の
用
語
を
標
題
に
掲
げ
て
い
る
が
、
ポ
ル
ノ
ウ

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
教
育
書
の
構
成
自
体
は
体
系
的
成
り

　
　
　
　
　
　
　
3
9

立
ち
に
欠
け
て
い
る
。
そ
の
為
に
、
本
稿
で
は
、
　
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』

は
教
育
学
の
文
献
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
教
育
論
集
的
性
格
の
も

の
と
見
傲
す
事
に
す
る
。

　
し
か
し
、
こ
の
教
育
書
が
体
系
的
性
格
に
欠
け
て
い
る
と
は
言

っ
て
も
、
ポ
ル
ノ
ウ
が
ド
イ
ツ
画
ロ
マ
ン
主
義
教
育
学
を
論
じ
る

中
で
こ
の
ロ
マ
ン
派
作
家
の
人
間
形
成
論
を
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
中
心

に
展
開
し
て
い
る
よ
う
に
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
人
間
形
成
論
は

こ
の
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
に
纏
め
ら
れ
て
い
る
と
見
傲
さ
れ
る
。
又
、

こ
の
著
作
が
マ
ン
の
教
育
学
古
典
全
集
に
収
録
さ
れ
た
時
、
編
者

の
ラ
ン
ゲ
は
、
ジ
ャ
ン
田
パ
ウ
ル
の
生
涯
を
紹
介
す
る
中
で
、
こ

の
作
家
を
人
々
の
記
憶
か
ら
忘
れ
さ
せ
な
か
っ
た
の
は
彼
自
身
の

教
育
思
想
で
あ
っ
た
と
述
べ
、
　
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
の
著
者
と
し
て
の

彼
の
名
前
が
多
く
の
教
養
人
の
中
で
彼
を
忘
却
の
運
命
か
ら
守
っ

た
と
指
摘
し
、
そ
れ
に
依
っ
て
、
彼
の
名
前
は
ド
イ
ツ
国
民
の
中

に
生
き
続
け
て
い
る
と
強
調
す
る
。
ド
イ
ツ
の
教
師
が
教
育
の
仕

事
の
歴
史
的
意
義
を
顧
る
時
、
ジ
ャ
ン
㊥
パ
ウ
ル
の
名
前
が
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
0

に
お
い
て
も
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
と
言
う
の
で
あ
忍
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
こ
の
よ
う
に
、
　
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
は
、
そ
の
学
問
的
体
系
性
の
問
3
2

題
は
別
に
し
て
も
、
ド
イ
ツ
の
教
育
関
係
者
か
ら
注
目
さ
れ
る
教

育
書
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
に
見
ら
れ
る
人
間
形
成
論
は
帝
ト
ェ
ー
ペ
ン
と

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
と
ホ
フ
に
お
け
る
ジ
ャ
ン
圃
パ
ウ
ル

自
身
の
経
験
に
対
す
る
反
省
を
踏
ま
え
て
展
開
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
帖
、
ポ
ル
ノ
ウ
に
従
う
と
七
つ
の
項
目
に
分
け
て
特

徴
付
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
　
「
民
族
精
神
と
時
代
精
神
に
よ
る

教
育
」
　
「
人
間
の
理
念
」
　
「
啓
発
的
治
療
教
育
」
　
「
歓
び
」
　
「
自

我
に
規
定
さ
れ
た
人
間
」
　
「
言
葉
の
教
育
力
」
　
「
女
子
教
育
」
で

　
4
ユ
あ
ぷ
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
画
ロ
マ
ン
主
義
教
育
学
を
支
え
る
ジ
ャ
ン



画
パ
ウ
ル
の
人
間
形
成
論
に
こ
れ
ら
七
つ
の
特
徴
を
見
出
し
て
い

る
が
中
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
外
に
、
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
　
（
〔
o
8
－

潟
ユ
）
が
『
ノ
ヴ
ァ
リ
ス
の
著
作
に
お
け
る
陶
冶
理
論
』

（
一
九
七
七
年
）
で
ジ
ャ
ン
面
パ
ウ
ル
に
関
し
て
指
摘
す
る
「
踊

り
と
音
楽
」
及
び
「
宗
教
々
育
」
の
二
項
目
に
よ
る
特
徴
を
付
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幽

加
え
て
考
察
す
る
事
に
す
る
。

　
民
族
精
神
と
時
代
精
神
に
よ
る
教
育
　
第
一
の
「
民
族
精
神
と

時
代
精
神
に
よ
る
教
育
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
民
族
と
時
代
の

精
神
が
個
々
の
人
間
の
成
長
に
絶
え
ず
強
い
影
響
力
を
及
ぼ
す
媒

体
と
な
る
と
す
る
考
え
方
で
あ
り
、
特
に
民
族
は
そ
の
中
の
個
々

の
人
間
を
教
育
す
る
総
体
的
な
環
境
と
な
っ
て
い
て
、
　
「
教
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

民
族
」
　
（
α
錫
一
讐
常
邑
①
く
q
斤
）
　
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
こ
の

考
え
方
は
、
人
間
の
環
境
が
持
つ
無
意
図
的
教
育
の
機
能
の
積
極

的
意
味
を
認
め
、
民
族
や
時
代
の
よ
う
な
大
き
な
環
境
だ
け
で
は

な
く
、
子
供
の
身
近
な
も
の
と
し
て
父
母
兄
姉
や
隣
人
の
作
り
出

す
小
さ
な
社
会
的
環
境
や
教
室
画
校
庭
画
保
健
室
田
遊
戯
場
一
階

段
等
の
学
校
内
の
物
理
的
環
境
も
重
視
す
る
。
ジ
ャ
ン
固
パ
ウ
ル

は
こ
れ
ら
の
環
境
に
お
い
て
「
生
き
生
き
と
活
動
す
る
」
子
供
を

求
め
、
表
面
的
な
上
辺
だ
け
の
言
葉
遣
い
に
走
っ
て
活
発
な
活
動

を
し
な
い
子
供
像
を
拒
ん
だ
。
彼
は
巾
活
動
が
少
な
く
て
言
葉
数

が
多
く
、
話
の
表
面
だ
け
を
捉
え
て
そ
の
内
面
を
捉
え
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は

「
口
先
人
間
」
　
（
く
聲
茅
8
ω
9
）
を
否
定
し
た
。

　
人
聞
の
理
念
　
民
族
と
時
代
の
精
神
を
大
き
な
環
境
と
し
て
、

ジ
ャ
ン
田
パ
ウ
ル
の
人
間
形
成
論
に
見
ら
れ
る
第
二
の
特
徴
は
、

「
人
間
の
理
念
」
で
あ
る
。
民
族
と
時
代
の
精
神
を
背
景
と
し
て

社
会
的
及
び
物
理
的
環
境
の
中
で
育
つ
人
間
の
理
念
的
な
像
に
つ

い
て
、
彼
は
「
理
想
的
価
値
人
間
」
　
（
昂
＆
胃
？
県
昌
Φ
易
争
）

　
　
　
　
鮎

を
提
起
す
る
。
こ
の
人
間
像
は
、
ポ
ル
ノ
ウ
の
指
摘
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
、
ド
イ
ツ
古
典
主
義
の
個
性
的
思
考
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
、
人
間
の
固
有
の
も
の
の
全
面
的
育
成
を
重
視
す
る
。
ジ
ャ
ン

画
パ
ウ
ル
が
尊
重
す
る
個
性
の
育
成
と
は
、
自
然
に
傭
わ
っ
た
あ

る
素
質
を
そ
れ
に
対
立
す
る
力
の
育
成
に
依
っ
て
補
い
な
が
ら
伸

長
さ
せ
、
調
和
し
た
均
衡
が
結
果
的
に
保
ち
得
る
よ
う
に
す
る
事

で
あ
る
。
　
「
道
徳
的
に
固
有
な
も
の
の
一
つ
ひ
と
つ
は
、
相
対
置

す
る
力
の
極
を
育
て
な
が
ら
方
向
付
け
る
必
要
が
あ
る
」
の
で
あ

っ
て
、
　
「
人
闇
の
ど
ん
な
力
も
神
聖
で
あ
り
巾
ど
ん
な
力
も
弱
め

ら
れ
て
は
な
ら
ず
、
そ
れ
に
対
置
す
る
よ
う
に
別
の
力
を
育
て
巾

そ
飢
に
依
っ
て
全
体
的
な
調
和
を
作
り
上
げ
る
」
事
を
彼
は
強
調

　
は
し
た
。
こ
の
「
調
和
」
は
、
互
い
に
異
な
る
音
階
で
あ
り
な
が
ら

も
形
成
し
得
る
和
音
の
調
べ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
啓
発
的
治
療
教
育
　
　
「
理
想
的
価
値
人
間
」
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
る
人
間
形
成
の
営
み
は
「
啓
発
的
治
療
教
育
」
と
呼
ば
れ
る
。
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こ
れ
は
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
人
間
形
成
論
の
第
三
の
特
徴
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
子
供
は
用
生
れ
て
か
ら
後
の
三
ケ
年
に
先
ず
「
啓

発
教
育
」
を
受
け
、
そ
こ
に
お
い
て
、
自
分
自
身
の
中
に
在
る
素

質
を
自
分
で
育
て
る
事
が
出
来
る
よ
う
に
啓
発
さ
れ
る
。
こ
の

「
啓
発
教
育
」
を
経
て
子
供
は
そ
の
後
「
治
療
教
育
」
を
受
け
巾

そ
こ
で
は
、
啓
発
さ
れ
た
素
質
に
相
対
置
す
る
力
の
育
成
が
行
わ

　
㈹
れ
る
。

　
歓
ぴ
　
　
「
啓
発
的
治
療
教
育
」
は
、
子
供
自
身
に
本
来
傭
わ
っ

て
い
る
素
質
を
伸
ば
す
事
を
軸
に
し
て
、
そ
の
素
質
に
相
対
置
す

る
力
を
併
せ
て
育
て
な
が
ら
全
体
的
に
調
和
さ
せ
る
と
言
う
も
の

で
あ
る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
最
も
重
視
さ
れ
る
の
は
、
人
間
形
成

の
場
の
雰
囲
気
と
し
て
の
「
気
分
」
　
　
（
窪
8
冒
冒
σ
q
）
　
で
あ

る
。
ポ
ル
ノ
ウ
は
、
ジ
ャ
ン
固
パ
ウ
ル
の
人
闇
形
成
論
を
第
四
に

特
徴
付
け
る
も
の
と
し
て
「
歓
び
」
　
（
卑
馨
寓
σ
q
尉
津
）
　
の
「
気

分
」
を
掲
げ
た
が
、
こ
れ
は
、
七
項
目
に
渡
る
特
徴
の
中
で
ジ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝸

ン
画
パ
ウ
ル
の
人
間
形
成
論
を
最
も
特
徴
付
け
る
も
の
と
さ
れ
る
。

シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ハ
と
ホ
フ
で
の
経
験
を
経
た
ジ
ャ
ン
圃

パ
ウ
ル
は
、
　
「
歓
び
」
に
満
ち
た
場
で
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
力
が
伸

長
す
る
事
を
指
摘
し
、
　
「
歓
び
」
に
溢
れ
た
子
供
の
遊
び
が
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
鯉

で
あ
る
事
を
強
調
す
る
。
彼
は
悲
し
む
子
供
を
拒
む
。
何
故
な
ら

ば
、
大
人
は
自
分
の
力
で
幾
度
で
も
自
分
の
悲
し
さ
か
ら
自
ら
を

解
き
放
せ
る
が
、
子
供
は
そ
れ
が
出
来
ず
に
た
だ
じ
っ
と
悲
し
み

に
身
を
任
せ
た
ま
ま
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
「
悲
し
み
に
沈

ん
眈
大
人
は
許
せ
て
も
悲
し
み
に
沈
ん
だ
子
供
は
許
せ
な
い
」
と

　
6
言
う
。
但
し
、
こ
の
「
歓
び
」
は
享
楽
　
（
寂
量
句
）
　
と
は
区
別

さ
れ
る
。
享
楽
は
、
受
身
的
な
も
の
で
あ
り
ド
人
闇
を
自
己
探
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

か
ら
切
り
離
す
動
物
的
な
も
の
で
あ
る
と
言
う
。
そ
れ
に
対
し
て

「
歓
び
」
は
「
朗
ら
か
さ
」
　
（
籟
①
浄
鼻
艮
）
を
伴
い
、
動
物
に

は
な
い
人
間
固
有
の
活
動
に
基
づ
い
て
生
じ
る
も
の
で
あ
り
、
そ

の
能
動
的
な
活
動
に
依
っ
て
高
遭
な
遣
徳
的
存
在
へ
人
間
を
高
め

る
。
そ
し
て
、
動
物
に
は
享
楽
は
あ
っ
て
も
「
歓
び
」
や
「
朗
ら

か
さ
」
は
無
く
、
そ
眈
ら
を
持
て
る
事
は
人
間
に
の
み
与
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
6

た
特
権
で
あ
る
と
言
う
。

　
ポ
ル
ノ
ウ
は
、
　
「
人
間
の
あ
ら
ゆ
る
能
力
の
発
達
に
関
し
て
歓

び
を
基
調
（
9
冒
駐
戌
昌
昌
負
潟
）
　
と
す
る
」
事
に
ジ
ャ
ン
画
パ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
3

ウ
ル
の
人
闇
形
成
の
考
え
方
の
独
特
な
精
神
を
見
出
し
て
屠
り
、

ゲ
ッ
ペ
ル
ト
も
、
　
「
朗
ら
か
さ
が
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
に
と
っ
て
は

健
全
な
全
燃
的
生
活
を
初
め
て
可
能
に
す
る
基
調
に
な
っ
て
い
る
」

　
　
　
　
6

事
を
認
め
る
。
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
自
身
も
、
　
「
朗
ら
か
さ
及
び
歓

び
は
総
て
が
繁
栄
し
て
害
毒
が
取
り
除
か
れ
る
世
界
で
あ
る
」

　
　
　
　
　
　
押

と
述
べ
て
い
る
カ
　
こ
の
「
世
界
」
は
彼
の
人
間
形
成
の
営
み
自

体
の
世
界
で
も
あ
る
。
彼
の
ト
ェ
i
ペ
ン
と
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ユ
ン

一34一



バ
ッ
ハ
と
ホ
フ
で
の
経
験
は
、
人
間
形
成
の
営
み
に
「
歓
び
」
や

「
朗
ら
か
さ
」
が
不
可
欠
で
あ
る
事
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
に
お
い
て
は
、
　
「
歓
び
」
と
「
朗
ら
か
さ
」

を
最
も
良
く
生
じ
さ
せ
る
の
は
、
　
「
総
て
の
能
力
が
自
か
ら
伸

　
　
　
　
　
　
　
6

長
す
る
楽
し
い
遊
碗
」
即
ち
、
子
供
の
諸
能
力
の
自
由
な
活
動
で

　
　
押

あ
る
カ
彼
の
「
歓
び
」
と
「
朗
ら
か
さ
」
の
強
調
に
お
い
て
留

意
す
べ
き
処
は
、
そ
れ
ら
が
「
遊
び
」
だ
け
で
は
な
く
て
「
踊
り

と
音
楽
」
に
よ
っ
て
も
生
み
出
さ
れ
る
事
を
指
摘
し
た
点
で
あ
る
。

こ
の
点
に
っ
い
て
は
ポ
ル
ノ
ウ
は
指
摘
し
て
居
ら
ず
、
ゲ
ッ
ペ
ル

　
　
　
　
　
　
　
鯛

ト
が
指
摘
し
て
い
る
。

　
ジ
ャ
ン
南
パ
ウ
ル
に
よ
れ
ば
、
　
「
古
い
ピ
ァ
ノ
や
古
い
バ
ィ
オ

リ
ン
や
フ
ル
i
ト
を
持
つ
父
親
又
は
即
興
で
歌
を
口
遊
む
親
が
居

て
、
そ
の
父
親
が
自
分
の
子
供
や
他
の
子
供
を
周
囲
に
呼
び
、
彼

ら
を
自
分
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
毎
日
長
い
時
間
踊
り
跳
ね
さ
せ
、

ぐ
る
ぐ
る
回
さ
せ
る
な
ら
ば
1
二
人
に
な
っ
た
り
、
一
列
に
な

っ
た
り
、
輪
に
な
っ
た
り
、
時
に
は
一
人
に
な
っ
た
り
、
合
唱
し

た
り
、
独
唱
し
た
り
、
手
回
し
オ
ル
ガ
ン
を
弾
い
た
り
、
好
む
ま

ま
に
す
る
な
ら
ば
ー
子
供
の
中
で
は
歓
び
が
躍
動
す
る
」
の
で

　
鵬
あ
る
。
そ
し
て
、
　
「
体
育
で
の
徒
競
走
、
竹
馬
乗
り
、
棒
登
り
が

個
々
勿
力
や
筋
肉
を
鍛
え
て
強
く
す
る
の
に
対
し
て
巾
踊
り
は
肉

体
の
詩
的
運
動
と
し
て
総
べ
て
の
筋
肉
を
配
慮
し
な
が
ら
動
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
0

て
協
調
さ
せ
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
が
、
体
育
が
肉
体
の
個
別
的

な
能
力
を
働
か
せ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
　
「
踊
り
」
は
「
詩

的
運
動
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
、
子
供
の
「
肉
体
と
魂
」
が

互
い
に
密
暗
し
て
調
和
の
と
れ
た
全
体
的
人
間
が
形
成
さ
れ
る
と

　
　
　
　
6

考
え
ら
れ
ね
。

　
「
音
楽
」
に
つ
い
て
は
、
特
に
「
歌
」
が
「
不
機
嫌
で
腹
を
立

て
た
頑
な
子
供
の
病
め
る
気
持
ち
に
対
す
る
魂
の
治
療
剤
」
と
し

て
捉
え
ら
れ
、
そ
れ
は
子
供
を
「
朗
ら
か
に
」
す
る
も
の
で
あ
る

　
　
鋤

と
言
訓
。
　
「
朗
ら
か
な
」
子
供
に
お
い
て
「
あ
ら
ゆ
る
若
い
力
」

が
啓
発
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
こ
こ
で
も
前
提
に
な
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
6

事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5

　
自
我
に
規
定
さ
れ
た
人
間
　
「
歓
び
」
と
「
朗
ら
か
さ
」
の
「
気

分
」
の
中
で
子
供
の
能
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
時
、
そ
の
子
供

の
内
奥
の
処
で
は
神
性
の
宿
る
「
自
我
」
の
存
在
が
規
定
さ
れ
た
。

こ
れ
は
第
五
の
特
徴
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
　
「
自
我
は
、
吾
々

が
言
葉
で
表
わ
し
た
り
直
観
し
た
り
す
る
も
の
の
中
で
最
高
の
存

在
で
あ
り
、
撮
も
計
り
知
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
ジ
ャ
ン
田
パ

　
　
　
　
　
6

ウ
ル
は
述
べ
る
。
彼
は
、
一
七
九
八
年
か
ら
一
八
○
○
年
に
か
け

て
の
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
滞
在
時
に
フ
ィ
フ
テ
の
自
我
の
哲
学
を
学
ん

だ
。
そ
こ
に
お
い
て
、
彼
は
、
世
界
が
思
考
の
所
産
で
あ
る
と
す

る
フ
ィ
フ
テ
の
主
観
論
に
利
己
心
や
神
へ
の
不
信
を
見
出
し
、
そ



れ
に
反
発
し
た
。
こ
の
反
発
は
、
ラ
ン
ゲ
に
依
れ
ば
、
ジ
ャ
ン
画

パ
ウ
ル
の
フ
ィ
フ
テ
理
解
に
お
け
る
一
部
の
誤
解
か
ら
来
て
い
る

　
　
　
　
　
　
闘

と
の
事
で
あ
る
が
、
フ
ィ
フ
テ
自
身
は
一
八
○
○
年
を
境
と
し
て

神
を
永
遠
の
道
徳
的
世
界
秩
序
と
す
る
考
え
方
か
ら
神
的
画
根
源

的
な
生
の
永
遠
の
発
展
を
認
め
る
考
え
方
へ
転
換
し
た
と
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蘭

る
為
に
巾
単
な
る
誤
解
か
ら
の
反
発
と
は
言
え
な
い
で
あ
争
。
少
な

く
と
も
神
へ
の
不
信
を
フ
ィ
フ
テ
に
見
出
し
た
為
に
そ
の
考
え
方

に
反
発
し
、
自
ら
の
手
で
「
自
我
」
を
発
見
し
た
が
、
し
か
し
、

そ
れ
は
、
一
八
○
○
年
以
降
の
時
点
で
見
る
な
ら
ば
、
ボ
ル
ノ
ウ

の
指
摘
の
よ
う
に
、
フ
ィ
フ
テ
の
考
え
方
に
近
い
も
の
と
捉
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
帥

事
が
出
来
る
で
あ
ろ
引
。

　
言
葉
の
教
育
力
　
人
間
一
人
ひ
と
り
の
内
奥
に
潜
む
「
自
我
」

は
「
魂
の
響
」
で
あ
る
「
言
醸
」
に
依
っ
て
互
い
に
他
の
「
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

我
」
と
結
び
付
く
事
が
出
来
忍
。
そ
の
「
言
葉
」
に
関
し
て
ジ
ャ

ン
画
パ
ウ
ル
が
強
調
す
る
の
は
母
国
語
の
教
育
で
あ
る
。
こ
こ
に

彼
の
人
間
形
成
論
の
第
六
の
特
徴
が
出
て
来
る
。
母
国
語
の
教
育

で
特
徴
的
な
彼
の
考
え
方
は
、
幼
児
で
も
大
人
の
想
像
を
越
え
て

多
く
の
事
を
考
え
て
い
る
故
に
単
純
な
幼
児
語
で
幼
児
に
話
し
か

け
る
の
で
は
な
く
て
逆
に
幼
児
の
精
神
を
緊
張
さ
せ
る
複
雑
な
文

を
静
か
に
語
り
か
け
る
事
を
勧
め
る
点
に
あ
る
。
子
供
の
発
達
段

階
を
先
取
り
し
た
言
葉
の
組
み
立
て
に
よ
っ
て
指
導
す
る
必
要
牲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
9

を
重
視
し
、
子
供
の
新
語
作
り
に
彼
は
歓
び
を
感
じ
て
い
ね
。

　
ジ
ャ
ン
曲
パ
ウ
ル
は
、
言
葉
の
持
つ
生
命
力
や
規
定
力
を
認
め

る
処
か
ら
、
発
達
段
階
を
先
取
り
し
た
言
葉
の
指
導
や
新
語
作
り

を
重
視
し
て
い
る
が
、
彼
は
、
そ
の
外
に
も
、
古
い
ド
イ
ツ
語
を

教
材
と
し
て
取
り
上
げ
た
り
、
ラ
テ
ン
語
を
反
噛
的
思
考
訓
練
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

素
材
と
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
。

　
女
子
教
育
　
ジ
ャ
ン
曲
パ
ウ
ル
の
人
間
形
成
論
を
ポ
ル
ノ
ウ
が

特
徴
付
け
た
七
項
目
の
最
後
は
「
女
子
教
育
」
で
あ
る
。
力
を
鼓

舞
す
る
男
牲
に
対
し
て
質
と
調
和
を
傑
っ
女
性
吊
斗
う
兵
士
や
詩

作
す
る
詩
人
や
敬
度
な
教
え
を
説
く
榊
学
者
に
対
し
て
人
間
形
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

を
営
む
母
親
が
こ
こ
で
は
対
比
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
当
時
の
多
く

の
母
親
に
見
ら
れ
た
自
分
の
娘
へ
の
性
急
な
表
面
的
感
傷
性
促
進

傾
向
に
対
し
て
警
告
が
発
せ
ら
れ
た
。
　
「
女
子
は
、
感
情
的
な
も

の
を
で
は
な
く
て
、
そ
の
感
情
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
吟

味
画
解
明
画
照
明
す
る
事
を
学
ぶ
な
ら
ば
、
対
象
と
な
っ
て
い
る

も
の
の
誤
り
を
女
子
自
ら
が
見
出
し
市
感
情
的
π
在
り
続
け
て
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

洞
察
を
行
え
る
よ
う
に
な
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
。

　
彼
は
、
感
情
で
は
な
く
て
事
実
を
捉
え
る
力
の
育
成
を
女
子
教

育
に
求
め
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
考
え
方
は
、
女
子
教
育
だ
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
3

は
な
く
て
詩
人
の
育
成
等
の
人
闇
教
胃
一
般
に
も
当
て
は
ま
る
と
さ
れ
だ
。

　
以
上
の
よ
う
な
七
項
目
に
渡
る
ジ
ャ
ン
㊥
パ
ウ
ル
の
人
間
形
成
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論
の
特
徴
に
加
え
て
柚
更
に
、
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
の
指
摘
す
る
「
宗
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
　
　
　
　
　
“

教
育
」
に
関
す
る
特
徴
を
述
べ
る
事
に
す
る
。
尚
、
ケ
ッ
ペ
ル
ト

が
「
宗
教
々
育
」
と
共
に
取
り
上
げ
た
「
踊
り
と
音
楽
」
の
特
徴

に
つ
い
て
は
既
述
の
「
歓
び
」
の
特
徴
の
個
所
で
記
し
た
の
で
こ

こ
で
は
省
略
す
る
。

　
宗
教
々
育
　
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
に
依
れ
ば
、
有
限
の
も
の
と
無

限
の
も
の
と
の
統
一
は
認
識
活
動
で
は
な
く
て
愛
の
活
動
で
あ
る

為
に
、
神
へ
の
道
は
理
性
吻
形
成
に
依
っ
て
で
は
な
く
て
感
情
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仔

心
の
形
成
に
依
っ
て
通
じ
る
。
宗
教
は
言
わ
ば
心
の
事
柄
で
あ
る

為
、
教
義
問
答
書
の
教
え
や
覚
え
書
き
を
書
き
写
し
て
単
に
覚
え

る
宗
教
々
育
は
否
定
さ
れ
た
。

　
「
教
義
に
依
っ
て
で
は
な
く
て
聖
書
の
歴
史
に
依
っ
て
生
々
と

し
た
宗
教
生
活
が
芽
生
え
る
の
で
あ
り
南
キ
リ
ス
ト
教
の
最
良
の

宗
教
々
育
は
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
と
弟
子
の
受
灘
及
び
殉
教
を
扱
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

事
で
あ
り
、
聖
書
以
外
に
も
語
る
も
の
は
あ
忍
」
。
教
義
の
前
に

「
歴
史
」
を
生
々
と
語
る
事
に
依
り
、
そ
の
「
歴
史
」
自
体
が
宗

教
生
活
を
表
わ
し
、
宗
教
の
精
神
陸
具
体
的
及
び
廠
覚
的
に
提
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

す
る
事
が
出
来
る
ξ
言
う
の
で
あ
る
。

　
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
が
宗
教
々
育
の
方
法
と
し
て
聖
書
の
歴
史
の

外
に
扱
っ
た
の
は
「
シ
ン
ポ
ル
」
で
あ
っ
た
。
子
供
に
無
限
の
も

の
を
概
念
で
は
な
く
て
「
予
感
」
で
捉
え
さ
せ
る
為
に
宗
教
的
シ

ン
ボ
ル
を
扱
っ
た
と
言
う
。
例
え
ば
、
説
教
壇
、
パ
ィ
プ
オ
ル
ガ

ン
巾
使
徒
像
等
は
総
て
「
神
的
な
も
の
の
シ
ン
ポ
ル
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

こ
れ
ら
は
神
と
人
間
の
間
の
媒
体
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
彼
は
、
　
「
歴
史
」
と
「
シ
ン
ポ
ル
」
を
媒
体
と

す
る
宗
教
々
育
を
展
開
し
た
。

　
こ
れ
迄
に
、
　
「
踊
り
と
音
楽
」
の
特
徴
を
別
立
て
に
す
る
と
合

計
九
項
目
に
渡
る
ジ
ャ
ン
圃
パ
ウ
ル
の
人
間
形
成
論
の
特
徴
を
見

て
来
た
が
吊
本
章
の
初
め
で
も
述
べ
た
よ
う
に
彼
の
教
育
書

『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
は
そ
の
構
成
が
体
系
的
で
な
い
為
に
、
特
徴
の
み

を
列
挙
し
て
、
筆
者
の
方
で
そ
れ
ら
に
多
少
の
関
連
付
け
を
行
い

な
が
ら
、
本
章
の
狙
い
で
あ
る
「
歓
び
」
と
「
朗
ら
か
さ
」
の
位

置
付
け
を
行
っ
て
き
た
積
り
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
位
置
付
け
の
「
歓
び
」
と
「
朗
ら
か
さ
」
に
対
し

　
　
　
　
囲
　
　
曲
　
　
画
　
　
画

て
筆
者
は
心
の
開
示
を
見
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に

見
ら
れ
巾
又
市
そ
こ
で
は
、
序
で
述
べ
た
「
二
面
的
開
示
」
と
同

質
の
も
の
が
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
章
で

そ
れ
ら
の
事
に
つ
い
．
て
考
察
す
る
。

第
三
章
　
「
歓
び
」
と
「
朗
ら
か
さ
」

基
調
と
す
る
コ
一
面
的
開
一
蛮
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『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
に
見
ら
れ
る
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
人
間
形
成
論

の
最
も
特
徴
的
な
も
の
が
「
歓
び
」
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
「
朗
ら

か
さ
」
を
基
調
と
す
る
処
に
在
る
事
は
前
章
で
述
べ
た
が
、
彼
は

そ
の
基
調
の
内
容
を
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
に
関
ら
せ
て
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

　
「
禁
欲
は
享
楽
を
拒
ん
で
朗
ら
か
さ
と
結
び
付
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
の
世
界
は
享
楽
を
求
め
て
居
ら
ず
、
永
遠

な
る
も
の
を
直
観
す
る
処
か
ら
絶
え
る
事
な
く
湧
き
出
る
清
ら
か

で
純
粋
な
神
の
歓
び
の
エ
i
テ
ル
を
求
め
る
。
天
国
の
庭
の
楽
園

は
ー
そ
れ
に
つ
い
て
は
巾
古
の
神
学
者
は
享
楽
を
否
認
し
た
の

で
あ
っ
て
朗
ら
か
さ
を
否
認
し
た
の
で
は
な
い
ー
純
粋
さ
を
宿

ら
せ
て
い
た
。
歓
び
の
人
間
は
吾
々
の
目
と
心
を
引
き
付
け
、
不

機
嫌
な
人
闇
は
両
者
を
遠
ざ
け
る
が
、
享
楽
の
場
合
に
は
、
逆
に

吾
々
の
方
か
ら
賛
沢
な
享
楽
的
人
間
に
背
を
向
け
、
貧
し
い
人
間

に
心
を
向
け
る
。
享
楽
が
自
ら
燃
え
尽
き
る
花
火
で
あ
る
な
ら
ば
、

朗
ら
か
さ
は
、
絶
え
ず
輝
く
天
体
で
あ
り
、
享
楽
と
違
っ
て
消
耗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臓

し
尽
き
る
事
な
く
持
続
的
に
再
生
産
さ
れ
る
状
態
の
事
で
あ
る
j

　
こ
の
よ
う
に
、
　
「
歓
び
」
は
「
エ
i
テ
ル
」
と
し
て
捉
え
ら
れ

そ
の
「
工
ー
テ
ル
」
は
絶
え
ず
「
朗
ら
か
さ
」
と
結
び
付
き
、
そ

し
て
巾
そ
の
「
歓
び
」
と
「
朗
ら
か
さ
」
は
、
人
間
の
内
面
を
開

く
力
を
持
つ
と
共
に
人
間
の
対
時
す
る
世
界
を
開
く
力
を
持
つ
も

の
と
し
て
更
に
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
「
歓
び
－
全
体
的
に
自
由
と
な
る
心
の
状
態
及
び
生
活
の
こ

の
感
情
、
一
部
の
外
面
的
世
界
で
は
な
く
て
内
面
的
世
界
の
こ
の

自
已
享
受
－
は
、
見
通
し
の
あ
る
全
体
的
な
も
の
に
対
し
て
子

供
を
開
き
、
自
然
を
無
造
作
に
策
も
な
く
取
り
込
む
の
で
は
な
く

て
準
備
良
く
整
え
て
愛
情
豊
か
に
取
り
込
み
巾
朝
日
の
輝
き
の
よ

う
に
総
て
の
若
い
力
を
発
揮
さ
せ
、
世
界
全
体
を
積
極
的
に
活

動
さ
せ
、
そ
し
て
、
強
さ
睦
与
え
て
悲
し
さ
を
取
り
去
る
」
と
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

ヤ
ン
画
パ
ウ
ル
は
強
調
す
る
。
そ
し
て
、
　
「
朗
ら
か
さ
は
1
不

機
嫌
や
憂
欝
と
は
反
対
に
－
徳
の
大
地
及
び
花
そ
し
て
花
冠
で

あ
る
」
と
述
べ
、
　
「
朗
ら
か
さ
及
び
歓
び
は
維
て
が
繁
栄
し
て
　
3
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

害
毒
が
取
り
除
か
れ
る
世
界
で
あ
る
」
と
纏
め
る
。

　
こ
こ
で
は
、
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
　
「
朗
ら
か
さ
」

は
、
人
間
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
カ
の
調
和
し
た
啓
発
を
行
い
、
世

界
の
全
面
的
な
解
釈
を
可
能
に
す
る
為
に
、
道
徳
性
と
結
び
付
け

ら
れ
る
。
そ
し
て
、
更
に
、
　
「
朗
ら
か
さ
」
の
道
徳
的
意
義
は
、

意
気
消
沈
し
た
人
闇
が
社
会
か
ら
身
を
引
く
の
と
は
反
対
に
、
「
朗

ら
か
な
」
人
間
が
隣
人
に
対
し
て
自
ら
を
「
開
く
」
　
（
馨
竃
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

と
言
う
事
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
　
「
朗
ら
か
さ
」
だ
け
で
は
な
く
、

当
然
「
歓
び
」
も
隣
人
に
対
し
て
自
ら
を
「
開
く
」
働
き
を
持
っ

て
居
り
、
前
述
の
引
用
に
も
在
る
よ
う
に
、
　
「
歓
び
の
人
闇
は
吾



々
の
目
と
心
を
引
き
つ
け
、
不
機
嫌
な
人
間
は
両
者
を
遠
ざ
け
る
」

の
で
あ
る
。
こ
の
働
き
は
、
　
「
踊
り
と
歌
」
に
お
い
て
子
供
の
集

団
の
「
社
。
会
形
成
機
能
」
（
α
阿
σ
q
①
ヨ
巴
易
O
監
津
ω
巨
｛
①
邑
⑦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
魍

勾
旨
犀
｛
8
）
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
。
即
ち
、
　
「
子
供
達
は
、
難
し

い
約
東
事
に
も
縛
ら
れ
ず
に
易
し
い
借
楽
の
調
べ
で
友
達
と
一
緒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

に
な
り
、
棟
の
な
い
バ
ラ
の
蕾
に
な
ぷ
」
。
そ
し
て
「
二
人
に
な

っ
た
り
、
一
列
に
な
っ
た
り
巾
輪
に
な
っ
た
り
市
時
に
は
一
人
に

な
っ
た
り
」
し
て
歌
い
踊
る
。
　
「
踊
り
と
歌
」
の
時
は
「
自
由
な

　
　
　
　
　
　
　
　
鯛

遊
び
の
時
間
」
と
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
「
歓
び
」
と
「
朗
ら
か
さ
」

あ
働
き
に
っ
い
て
、
ー
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
は
次
の
よ
う
に
纏
め
る
。

　
「
朗
ら
か
さ
と
歓
び
が
教
育
の
全
体
的
雰
囲
気
を
支
配
す
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
子
供
の
中
に
あ
ら
ゆ
る
力
が
啓
発
さ
れ
、
全
体
的

に
充
実
し
た
広
が
り
の
在
る
世
界
が
子
供
に
降
り
注
ぐ
は
ず
で
あ

舶る。
」

　
こ
の
纏
め
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
　
「
朗
ら
か
さ
」
と
「
歓
び
」

の
「
雰
囲
気
」
の
中
で
こ
そ
子
供
自
ら
が
向
い
合
う
「
世
界
」
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曲
　
　
画
　
　
画

対
し
て
そ
の
子
供
の
あ
ら
ゆ
る
力
が
啓
発
さ
れ
即
ち
開
か
れ
、
そ

れ
と
同
時
に
、
子
供
に
対
し
て
全
体
的
に
充
実
し
た
広
が
り
の
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
　
　
　
圃

る
「
世
界
」
が
出
現
す
る
即
ち
子
供
に
対
し
て
「
世
界
」
が
開
か

画
　
　
　
画

れ
る
と
言
う
事
で
あ
る
。
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
は
、
ロ
マ
ン
派
詩
人
の
代

表
格
で
あ
る
ノ
ヴ
ァ
リ
ス
の
考
え
方
を
取
り
上
げ
な
が
ら
次
の
よ

う
に
も
説
明
す
る
。
即
ち
、
　
「
朗
ら
か
さ
と
は
、
そ
の
下
で
人
間

に
対
し
て
『
新
し
い
世
界
が
・
∴
…
開
か
れ
』
、
光
輝
く
生
活
を
通

し
て
そ
の
世
界
が
人
間
内
部
に
現
わ
れ
る
基
調
と
な
る
も
の
で
あ

る
」
と
言
う
ノ
ヴ
ァ
リ
ス
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
　
「
こ
の
ノ
ヴ

ァ
リ
ス
の
考
え
方
が
…
－
・
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
に
お
い
て
教
育
論
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

に
具
体
化
さ
れ
た
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
ゲ
ッ
ペ
ル
ト
は
、
ノ
ヴ

ァ
リ
ス
の
考
え
方
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
ジ

ャ
ン
一
パ
ウ
ル
の
「
歓
び
」
そ
し
て
「
朗
ら
か
さ
」
を
基
調
と
し

て
、
人
間
に
対
し
て
世
界
が
開
か
れ
る
事
、
又
、
生
活
を
通
し
て

そ
の
世
界
が
人
間
内
部
に
現
わ
れ
る
即
ち
世
界
に
対
し
て
人
間
が

開
か
れ
る
事
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
こ
の
指
摘
に
関
連
す
る
事
は
、
ポ
ル
ノ
ウ
の
論
述
に
お
い
て
次

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
　
　
画
　
　
画
　
　
画
　
　
画

　
「
ジ
ャ
ン
田
パ
ウ
ル
の
発
見
は
偉
大
な
る
両
極
的
気
分
の
道
徳

的
及
び
教
育
的
意
義
付
け
で
あ
る
。
即
ち
、
憂
欝
な
気
分
は
人
間

を
閉
じ
込
め
、
そ
れ
に
依
っ
て
同
時
に
人
間
の
諸
々
の
力
の
啓
発

を
妨
げ
る
。
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
一
は
こ
の
意
味
で
次
の
事
を
強
調
す

る
。
　
『
全
く
や
る
気
を
無
く
し
て
不
機
嫌
な
心
で
居
る
と
重
苦
し

く
押
し
掛
か
ら
れ
た
気
分
に
な
っ
て
あ
ら
ゆ
る
精
神
的
開
花
と
道

徳
的
成
長
が
窒
息
す
る
』
。
し
か
し
、
逆
に
巾
歓
び
の
気
分
は
、

一39一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
　
　
　
苗

人
間
を
世
界
に
対
し
て
開
き
、
そ
れ
に
依
っ
て
同
時
に
、
人
間
の

あ
ら
ゆ
る
素
質
が
善
に
向
っ
て
啓
発
さ
れ
る
よ
う
な
道
徳
的
雰
囲

気
を
形
成
す
る
。
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
は
繰
り
返
し
こ
の
根
本
的
考

え
方
を
強
調
す
る
。
　
『
歓
び
は
…
…
見
通
し
の
あ
る
全
体
的
な
も

の
に
対
し
て
子
供
を
開
き
、
自
然
を
無
造
作
に
策
も
無
く
取
り
込

む
の
で
は
な
く
て
準
備
良
く
整
え
て
愛
情
豊
か
に
取
り
込
み
、
朝

日
の
輝
き
の
よ
う
に
総
て
の
若
い
力
を
発
揮
さ
せ
巾
世
界
全
体
を

稽
極
的
に
活
動
さ
せ
』
る
。
　
『
朗
ら
か
さ
は
、
－
…
春
の
よ
う
に

内
に
在
る
花
総
て
を
開
か
せ
る
』
。
　
『
朗
ら
か
さ
と
歓
び
は
総
て

が
繁
栄
し
て
害
毒
が
取
り
除
か
れ
る
世
界
で
あ
る
』
。
…
…
こ
の

状
態
の
中
で
、
人
問
は
『
美
し
く
決
め
ら
れ
た
庵
の
の
い
ず
れ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

対
し
て
も
開
か
れ
て
い
る
』
と
感
じ
る
の
で
あ
る
。
」

（
傍
点
い
イ
タ
リ
ッ
ク
体
）

　
こ
の
ポ
ル
ノ
ウ
の
論
述
に
お
い
て
は
南
　
「
歓
び
」
と
「
朗
ら
か

さ
」
を
基
調
と
し
て
、
　
「
世
界
」
や
「
見
通
し
の
あ
る
全
体
的
な

も
の
」
あ
る
い
は
「
美
し
く
決
め
ら
れ
た
も
の
」
に
対
し
て
「
子

供
」
あ
る
い
は
「
人
闇
」
が
「
開
か
れ
る
」
事
象
に
つ
い
て
は
指

摘
さ
れ
て
い
る
が
再
　
「
子
供
」
あ
る
い
は
「
人
間
」
に
対
し
て
柚

「
世
界
」
が
「
開
か
れ
る
し
事
に
つ
い
て
は
直
接
述
べ
ら
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
　
「
道
徳
的
雰
囲
気
を
形
成
す
る
」
事
や
「
歓
び
」

が
「
自
然
を
：
…
・
準
備
よ
く
整
え
て
愛
情
豊
か
に
取
り
込
み
、
…

…
総
て
の
若
い
力
を
発
揮
さ
せ
、
世
界
全
体
を
稽
極
的
に
活
動
さ

せ
」
る
事
は
、
　
「
子
供
」
や
「
人
間
」
に
対
し
て
「
世
界
」
が

「
開
か
れ
る
」
事
と
同
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
本
章
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④
パ
ウ
ル
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
固
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画
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「
歓
び
」
そ
し
て
「
朗
ら
か
さ
」
と
言
う
情
意
的
な
も
の
を
基
調

と
し
て
「
子
供
」
又
は
「
人
間
」
と
「
世
界
」
と
の
闇
の
互
い
に

「
開
か
れ
る
」
事
象
を
解
釈
す
る
事
が
出
来
る
が
、
こ
れ
は
、
本

稿
の
序
で
述
べ
た
〕
一
面
的
開
示
」
の
概
念
と
同
質
の
も
の
で

あ
り
、
然
も
、
ジ
ャ
ン
画
パ
ウ
ル
の
人
間
形
成
の
概
念
そ
れ
自
体

で
あ
る
と
も
考
え
る
事
が
出
来
る
。
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概
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㊥
　
　
　
画

　
人
闇
は
「
歓
び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」
の
下
で
心
の
開
示
を
得
る

事
が
出
来
る
。
　
「
歓
び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」
の
雰
囲
気
の
中
で
は

相
手
に
対
し
て
自
分
の
心
が
開
か
れ
る
と
共
に
自
分
に
対
し
て
相

手
の
心
も
開
か
れ
る
。
ジ
ャ
ン
圃
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ウ
ル
は
、
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ツ
ェ

ン
バ
ッ
ハ
と
ホ
フ
で
の
生
活
を
境
目
と
し
て
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そ
の
前
後
で
、
「
歓

び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」
の
在
る
人
生
と
無
い
人
生
の
明
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な
違
い

を
体
験
す
る
事
が
出
来
た
。
そ
し
て
巾
人
間
形
成
の
営
み
に
お
い

て
南
教
師
が
「
歓
び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」
の
雰
囲
気
を
作
ら
ず
に
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生
徒
を
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る
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る
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出
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た
。
　
「
歓
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で
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徒
に
対
し
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れ
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。
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れ
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す
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行
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時
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な
も
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の
力
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の
開
昧
に
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き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
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事
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取
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の
で
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忍
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊥
　
　
㊥
　
　
圃
　
　
画

の
経
験
は
巾
　
〕
一
面
的
開
示
」
が
そ
の
根
底
の
処
で
は
情
意
的
な

画
　
　
画

も
の
に
強
く
支
え
ら
れ
て
い
る
事
を
筆
者
に
印
象
付
け
る
。
そ
し

て
、
そ
の
印
象
は
、
ジ
ャ
ン
㊥
パ
ウ
ル
の
生
涯
を
知
り
、
彼
の
著

作
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
を
読
む
事
に
依
っ
て
、
よ
り
一
層
強
ま
る
の
で

あ
る
。

　
教
師
が
、
人
間
形
成
の
営
み
の
中
で
「
二
面
的
開
示
」
を
起
こ

さ
せ
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
即
ち
、
　
〕
一
面
的
開
示
」
の
概
念
を

　
　
　
　
　
　
固
　
　
　
画

現
実
的
体
験
で
表
現
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
先
ず
、
教
師
自
身

が
「
歓
び
」
や
「
朗
ら
か
さ
」
を
持
っ
て
「
総
て
が
繁
栄
し
て
害

毒
が
取
り
除
か
れ
る
世
界
」
を
作
る
努
カ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ジ
ャ
ン
一
パ
ウ
ル
の
『
レ
ヴ
ァ
ナ
』
は
一
八
○
年
前
の
過
去

の
世
界
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
る
の
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
か
。
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